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監 査 第 ７ 号 

令和 ２年２月２５日 

 

上 里 町 長 

上 里 町 議 会 議 長 

上 里 町 教 育 長 

上里町選挙管理委員長   様 

上 里 町 公 平 委 員 長 

上里町農業委員会会長 

 

                          小 島   崔 

                   上里町監査委員  

                          植 原 育 雄 

 

 

 

令和元年度定例監査の結果について（報告） 

 

 

 地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号。以下「法」という。）第 199 条第４項及び 

上里町監査委員に関する条例（昭和 41 年上里町条例第 23 号）第４条の規定による 

令和元年度定例監査を実施したので、同法第 199条第９項の規定により、監査の結 

果について報告します。 
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１． 令和元年度定例監査日程表 

 

課　　等　　名

総務課 9:30～11:30 120分

税務課 13:30～15:30 120分

総合政策課 9:00～11:00 120分

議会事務局 11:15～11:45 30分

くらし安全課 9:00～11:00 120分

健康保険課 13:30～16:30 180分

町民福祉課 9:00～11:00 120分

上下水道課 13:30～16:00 150分

高齢者いきいき課 9:00～11:00 120分

まち整備課 13:30～15:30 120分

現地確認 15:30～17:00 90分

会計課 9:00～9:30　 30分

学校教育課
学校教育指導室

10:00～12:00 120分

2月13日 木
生涯学習課

中央公民館　郷土資料館
9:00～11:30 150分

2月10日 月

2月7日 金

期　　　　　日 時　　　　　間

2月3日 月

150分

子育て共生課
男女共同参画推進センター

児童館　保育園
13:30～16:30 180分

2月12日 水

産業振興課 13:30～16:00

2月4日 火

2月6日 木

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 3 - 

２．監査の方法 

 

（１）監査の主眼 

①町の財務に関する事務執行が、適正かつ効率的に行われているか。 

②町の経営に係る事業管理が、合理的かつ効率的に行われているか。 

③必要に応じ、町の事務事業の執行に係る工事について、当該工事の設計、施工等

が適正に行われているかどうか。また、建築物等の維持管理が良好であるかどう

か等々を主眼として実施した。 

 

 （２）監査の方法 

事前に提出された監査資料に基づき監査委員・補助職員による予備監査を行い、 

監査実施日においては、各課（局）等ごとに、関係職員の出席による説明を求め、

その説明及び資料に対し監査委員の質疑に回答する形式で進めた。 

 

３．監査資料 

・ 職員名簿        ・ 各課（局）等事業概況書 

・ 主要事業実施状況調べ  ・ 歳入、歳出計算書 

 

４．監査の結果 

監査の結果、各課（局）等とも、上里町事務分掌規則に従い事務事業の執行及び

財務処理は適正に処理されているものと認められた。 

（１）歳入について 

  一般会計における１２月末現在の歳入の執行状況について、予算現額１０５億

２,８４２万４００円に対し収入済額は７０億７，７００万３，９５２円で、収

入割合は６７．２２％となっている。 

公共施設の老朽化に伴う更新や、防災・安全対策、膨らみ続ける社会保障費等

により、財政需要は今後も増加の一途をたどると予想される。 

町税等の自主財源を確保するにあたり、公平性を原則として、収納率の向上に

引き続き努めていただくようお願いする。 

 

（２）歳出について 

一般会計における１２月末現在の歳出の執行状況について、支出額は５７億１，

６３７万９，５８０円で、執行率は５４．２９％となっている。 

事業実施時期などの理由で執行率が低いものも見受けられるが、第５次上里町

総合振興計画や上里町まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づき、経常経費の削

減と合理化を図りながら適正に執行されている。 

今後も、必要とされるところに必要な支援が届くよう、優先順位を十分に精査

し、効率的な事業の推進をお願いする。 
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（３）監査における指摘事項、今後の主な課題 

①各事業の実施にあたっては費用対効果を常に意識し、より良いサービスとして住

民に還元できるよう努めていただきたい。 

②税率や料金の改定が生じる場合など、住民の負担に影響を及ぼす事柄については、

充分な理解が得られるよう引き続き丁寧な説明をお願いしたい。 

③災害等の対応にあたっては、非常時に各種団体や住民の協力が得られるよう平常

時から連携を密にし、「自助・共助・公助」がバランスよく機能するよう研修や

訓練を通じて備えを万全にしていただきたい。 

④公共施設の老朽化対策については、公益を確保しつつ、将来を見据えた綿密な計

画により、更新や統廃合を進めていただきたい。 

⑤道路の拡張整備は、住民の利便性・安全性とともに、企業誘致による産業振興に

資するよう、引き続き取り組んでいただきたい。 

 

（４）結び 

 台風接近による住民の避難や、世界規模の感染症の脅威など、我々を取り巻く国

内外の状況は刻一刻と変化しており、すでに経験したことからも、各課や関係団体

との平時からの連携と事前の備えこそ、非常時に強いまちづくりに欠かせないもの

と考える。 

行うべき通常業務に加え、いつ非常事態が起こるかわからない大変厳しいなかに

あって、日々努力されている町長をはじめ、各課（局）等長並びに職員の多大なる

ご尽力に対して敬意を表するとともに、今後も適正な事務の執行に努められるよう

お願いする。 

 


